
◎用語の説明

*1　「児童」・・・・・・・0歳から18歳までの児童

*2　「高校生年代の児童」・平成18年4月2日から平成21年4月11日までに生まれた児童

*3　「大学生年代の児童」・平成14年4月2日から平成18年4月1日までに生まれた児童

現在、紫波町こども課から児童手当または特例給付を受けている

児童の父又は母のうち、所得が高い方の職業は公務員である高校生年代の児童
*2
を養育している

【申請は不要です】
現在認定している情報で引き続き
認定を行いますので、申請は不要
です。
制度改正に伴う金額変更はござい
ません。

令和6年度　児童手当法改正に伴う手続きフローチャート

児童の父又は母のうち、所得が高い方の住民登録地
（住民票のある住所）は紫波町である

児童手当の考え方

児童手当は原則的に養育している児童
*1
（生計を維持している児童）の父・母のうち、生計の維持の程度が高い方（所得が高い方）が受給者となります。

※受給者と配偶者が別居している場合でも、仕送り等により児童の生活の面倒を見ている場合は支給の対象となります。※別途申立書が必要です。

所得の高い方の勤務
先にお問い合わせく
ださい

大学生年代
*3
の児童を含めて３人

以上の児童を養育している

【問い合わせ】　紫波町役場　こども課　子育て支援係　電話019-672-2111（内線3185・3190）

大学生年代
*3
の児童を含めて３人

以上の児童を養育している

【申請が必要です】
児童手当を受けるためには「児童手当 認定請求書」の
提出が必要です。
※令和7年3月31日時点で大学生年代の児童がいる場合は
「監護相当・生計費負担についての確認書」の提出も必
要です。
※このほか、ご家庭の状況により申立書等が必要な場合
があります。

【申請が必要です】
高校生年代の児童に係る児童手当
の増額を受けるためには「額改定
請求書」の提出が必要です。

【申請が必要です】
・高校生年代の児童に係る児童手当の増額を
受けるためには「額改定請求書」の提出が必
要です。
・大学生年代の児童の養育状況により、手当
額が増額する場合があります。該当する場合
は「監護相当・生計費の負担についての確認
書」を提出してください。

所得が高い方の住民登録地がある
自治体にお問い合わせください

【申請が必要な場合があります】

大学生年代の児童の養育状況によ

り、手当額が増額する場合があり

ます。該当する場合は「額改定請

求書」「監護相当・生計費の負担

についての確認書」を提出してく

ださい。


